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８．警察官対象「臨床心理学の視点からみるストーカー・ＤＶ事案」講義

実施日：平成 30 年６月５日、同年 12月６日、令和元年５月 27日、令和２年９月 11 日

場所：徳島県警察学校

対象：県下各警察署でストーカー・ＤＶ事案等の捜査に従事する警察官

目的：官学共同研究の一環として、ストーカー・ＤＶ事案を始めとする人身安全関連事案に対応する

警察官に対し、臨床心理学的知見を取り入れ、ストーカー・ＤＶ事案における加害者や被害者の

心理などについて理解を深めるため。

内容：臨床心理学の視点からみるストーカー・ＤＶ事案 岡山県立大学（元徳島文理大学）小畑千晴

講義内容（令和２年９月 11 日実施）

官学共同研究の課題

課題１：大学生のストーカー被害実態の把握 （H30年度）

課題２：ストーカー行為者の心理的メカニズムの検討（H30~R2年度）

課題３：ストーカー行為につながる大学生の交際意識調査（R2年度）

2

今日の目的

人と人との繋がりの視点から

ストーカー・配偶者暴力（DV）事案を考える

3

平成 30 年から３か年にわたり官学共同研究を行って

います。３つの課題を設定して、被害実態の把握、スト

ーカー行為者の心の構造を知るための加害者面接、そし

て、ストーカー事案の大半は関係性のある二人の間で起

こっているために、学生を対象とした交際意識調査を行

うことになりました。

今日は、共同研究内容に触れながら、ストーカー事案

と DV 事案について臨床心理学の視点からご説明させて

いただきます。
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アメリカ疾病予防対策センター(2015)

DV Stalking

Intimate Partner Violence(IPV)
親密関係における暴力

高齢者虐待・幼児虐待
レズビアン・ゲイカップル間暴力
女性の暴力＞男性の暴力(Straus,1990)

4

人に対する繋がり方 6

IPVとは、恋愛感情を抱いた人に対し、相手の
気持ちを無視して特定の接触（見る・後をつ
ける・暴力等）パターンを繰り返すこと

なぜDVやストーカー(ST)行為が起きるのでしょう

アメリカでは、DV とストーカー、そして虐待行為を含

めて、Intimate partner Violence（IPV）と表現されて

います。その背景には、もともと DV は、幼児虐待や高

齢者虐待を含む概念として使われてきたこと、レズビア

ンやゲイのカップルにも暴力があること、また男性から

女性だけでなく、女性から男性への暴力もあり、性差を

超えて親密な関係性の中でおこる暴力を総称しIPVと使

われるようになりました。

IPV は肉体的暴力、性的暴力、精神的攻撃と、そして

ストーキングの 4類型があります。

DV とストーカー行為を含んだ IPV は、なぜ起こるので

しょうか。見知らぬ人に対する肉体的暴力と、関係性の

ある人に対する肉体的暴力は、行為は同じでも意味が違

うと考えられます。決定的な違いは、好意を持ち、親愛

感情を抱いていることと、一度だけでなく、特定の行為

を繰り返していることです。また、DV は相手が変わった

としても、同様の行為に及ぶことは良く知られていま

す。そのことから、IPV は人に対する繋がり方のパター

ンと考えることができるでしょう。
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原子価論の基本的考え

人 人
心理的つながり

心の健康 成長、
精神安定

心の混乱.悩みの発生
問題行動,犯罪行為

8

個人の『こころ』 『性格』 『病
理』を繋がりから捉えようとする理論

繋がりを形成する手段を『原子価』

原子価論の基本的考え

依存（D）

闘争（F）

つがい（P）

逃避（Fl）
ＦＦｌ

Ｐ Ｄ

原子価論の基本的考え

４種類の繋がり方（手）

今日ご紹介するのは、一つの心理学理論で原子価論と

いいます。基本的な考えとして、人は、人と繋がりたい

という欲求を持った存在であるということです。人は母

親から始まる重要他者と安定した繋がりを築く欲求を

持っていて、他者と安定した繋がりが、健康的な心の成

長へと結びつく一方で、このような繋がりを築くことが

できない場合、人に様々な心理的混乱、障害、悩みが発

生すると考えます。

原子価論の基本的な考えとして、人の心や性格、心の

病理を繋がりという視点からとらえようとしています。

化学における原子が原子価という手によって繋がるよ

うに、人も繋がりを持つための手のようなものがあると

考えています。

人間が他者と繋がるための手には 4種類があり、それ

ぞれ依存（D）、闘争（F）、つがい（P）、逃避（Fｌ）と

呼んでいます。
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つがい（P） 相互親密による繋がり

依存（D） 相互依存による繋がり

闘争（F） 競い合うことによる繋がり

逃避（Fl） 距離を置く繋がり

原子価論の基本的考え

11

人には人と繋がるときに得意な手（利き手）
⇒『活動的原子価（ACV）』

利き手で繋がらないときに、他３つの補助的
な手を使う ⇒『補助的原子価（AXV）』

活動的原子価
ＡＣＶ

ＡＣＶ : Active Valency

補助的原子価
ＡＸＶ

ＡＸＶ : Auxiliary valency
ＦＦｌ

Ｐ Ｄ

Ｆｌ

Ｄ Ｆ

Ｐ Ｆｌ Ｆ

Ｄ Ｐ

Ｆ

Ｄ ＦＬ

Ｐ

原子価論の基本的考え

人は皆４つの種類を持っていますが、人との相互作用

において、もっとも頻繁にかつ瞬間的に示される繋がり

をここでは活動的原子価と呼びます。たとえて言うな

ら、自分にとって出しやすい手、利き手のようものです。

この利き手である活動的原子価で人と繋がらない時

には、他の原子価を使うので、補助的原子価と呼びます。

健康的な人、すなわち正常で、安定した人間関係を築

き、自分の社会的環境に適応出来る人の場合の原子価の

構造は、図のように１つのＡＣＶと３つのＡＸＶによっ

て構成されています。

活動的原子価がFVを持った人のつながり方は、衝突、

相手との競争することによるつながり方です。攻撃する

ことが相手とつながる実感として感じられるタイプで

す。積極的な自己主張、自己表現、批判、衝突が人とつ

ながりが唯一の手段だと信じている。このタイプは、高

い自己評価とコミュニケーションを好む傾向が高く、自

分がそうだから、きっと相手も意見を持っていて当然と

信じています。また常に目的を設定し、その達成に向け

て努力する特徴や人との関係は上下関係、先輩後輩など

の縦的関係を重視する傾向がみられます。

それぞれの特徴は、つがい原子価はお互いに深く知り

合おうとする相互親密による繋がりであり、依存原子価

は人とは頼ったり頼られることで繋がろうとする相互

依存による繋がり、闘争原子価は人とは切磋琢磨して競

い合うことによって繋がろうとする手であり、逃避原子

価は、人と繋がらないのではなく、距離をとって繋がろ

うとする特徴があります。
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葛藤を回避する傾向

表面的人間関係

感情抑制傾向

逆依存的傾向

葛藤回避によるつながり/絆

逃避原子価 (FL)

Ｆ

Ｄ ＦＬ

Ｐ

個人的特性

13

自己評価の低さ

他者による評価の重視

他者に対する強い信頼感

強い共感

相互依存によるつながり/絆

依存原子価 (D)

ＦＦｌ

Ｐ Ｄ

個人的特性

14

親密な対人関係を好む傾向

強い好奇心

高い自己開示

明るく元気な印象

横的関係の重視

相互親密によるつながり/絆

つがい原子価 (P)

ＦＦｌ

D P

個人的特性

このタイプは、衝突の結果起こる葛藤を避けるため

に、人と距離をとって繋がろうとする特徴があります。

自分の人間関係を危険にさらす可能性のある葛藤を含

む状況や条件を好まないので、人とは表面的な関係を好

みます。人とは、一定の距離をおかないといけないとい

う信念があるので、さまざまな感情が表れる人間関係や

協同活動に深く関わることを避ける傾向があります。人

と感情的に関わると、葛藤が生じ、関係が破壊されると

思っているからです。そのため、自分の感情を抑制し、

喜怒哀楽を見せないようにしたり、人にできるだけ頼ら

ないよう逆依存的傾向を示します。

このタイプは、自己評価が低いために、1人では生き

ていけないと感じているので、人とは頼り頼られる互い

に依存しあうことによって繋がろうとする特徴があり

ます。他者から受け入れられるために、常に相手からの

評価を気にしたり、自分よりも相手の意見を尊重、信頼

する傾向が強いことが側面があります。また人の弱さに

敏感なため、共感能力が高い傾向もあります。

相手とは強い好奇心をもち、互いが深く入り込み、お

互いの内的な世界を知り合うことによってつながろう

とする特徴があります。このタイプは、高い自己開示と

相手を知りたいという欲求が強く、また明るく陽気で、

前向きな特徴があります。また人との関係では横的な関

係を望み、すぐに友達を作ったり親しみやすい特徴も持

っています。



- 68 -

〇〇〇〇

原子価タイプ別関係図
16

相手

D type

一心同体
尽くすこと

受け入れること
相手が望んでいる
ことをすること

相手

自分

F type

指示的
保護的

自分相手

密着的

Ｐ type

相手

自分

FL type

逆依存的
迷惑をかけないこと

17

正常な原子価構造
＋V

正常なこころ

未分化の原子価

★過度の原子価

過小の原子価

こころの悩み／問題行動

病理的な原子価構造
－V

Ｆ
Ｆｌ

Ｐ Ｄ

17

親密な身体的・精神的関係の過度な要求

過度な自己開示

過度な性愛化

性の繋がりの過剰な重視

マイナスつがい原子価 (-PV)

◇セクハラ 時・場所をわきま
えず

◇パラフィリア（窃視・露出
症）
◇性依存症

・パートナーの行動をすべて知り尽くしたい
・パートナーの知らないことに耐えられない
・常に相手の浮気を疑う
・性的関係のしつこい要求

IPV加害者の特徴

個人的特性

各タイプの人との関係性を図式化するとこのように

なります。闘争は自分が主で相手に指示や保護をするこ

とによって縦的関係を築こうとします。逃避は、同様に

相手より自分を主としていますが、自分と相手との関係

は距離があり、できるだけ相手が近づいてこないように

します。依存は、相手に支えられて自分がいると感じて

いるので相手が主となります。つがいは、相手と自分は

対等で且つ密着的な関係を築こうとします。

正常な原子の原子価は、１つの ACV と３つの AXV とい

う構造によってあらゆる社会的・対人関係的状況に適応

し、人との安定したつながりを築くことができますが、

欠如している場合に、精神的な成長や安定にかかせない

人とつながっていくための能力が見られなくなります。

つまり、人との関係を破壊していく状態に相当するもの

です。その中で過度原子価と呼ばれる１つの手だけしか

もたない場合、つまり、相手のニーズを考慮せずそれだ

けを強烈に表現する特性についてご説明します。

－PVは、親密な身体的かつ精神的関係を過度に要求す

る繋がり方を示します。つまり、相手を無視して、一方

的に知り尽くしたいという要求をもっています。自分が

相手について知らないことがあるということに耐えら

れず、お互いがお互いのすべてを知っているという関係

を求めています。セクハラやパラフィリアにみられる、

相手の同意なく、自分の性的衝動を一方的に満たそうと

する行動として表現されます。ストーカー行為と深く関

連していますが、－PVが引き起こすストーカー行動は、

相手を知らずにいられないという欲求が源になってい

ると考えられます。
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無力感

他者の理想化と貪欲的な期待と要求

他者の不在に対する耐性の欠如

見捨てられることへの過剰な不安

マイナス依存原子価 (-DV)

◇摂食障害
◇依存性人格障害

・パートナーにずっとそばにいることを要求
・自分は何もできない
・「自分一人にしてどうやって生きていけば」
・いつも自分を受け入れてほしい
・「こんなに尽くしたのに…」

IPV加害者の特徴

個人的特性

32

検証方法

期間 平成30年2月～令和2年10月
対象 警告・禁止命令等の処分を受けかつ
研究に同意の得られた加害者および被害者

方法 心理テスト（VAT）の実施
面接

課題２：ストーカー行為者の心理的メカニズムの検討

現状 心理テスト 加害者32人 被害者27人
面接 加害者10名

21

強烈な分離不安
無力感
相手への理想化
貪欲な要求と期待

1人に耐えられない
守られたい
相手にすべてを捧げたい
相手にも同様だと期待

失望

自己中心的・非人間的だ
と文句
さらに貪欲な要求

対人関係の崩壊（離婚・別れ）

頻繁なメールや電話

行動把握
一緒にいることを強要

【第一段階】
・戻ってきてほしいとすがる
・悪いところを直すからと謝罪
・一人にしないでと懇願
・好きじゃなくてもいいから
一緒にいてほしいと頼む

【第二段階】
・こんなに自分を相手に捧げたのに、
相手には誠意や理解がないと怒る
・自分がしてあげたことを何かの形
で返してほしいと思う

・自分の苦しさを伝えるための嫌が
らせ行為

【第三段階】
・自分を受け入れてくれないなら、
相手にこの世からいなくなって
ほしい

・相手に死んでほしい

・つきまとい
・面会／交際の要
求
・乱暴な言動
・連続電話／メー
ル
・汚物等の送付

ストーカー規制
法

貪欲な甘えと孤独回避

ーＤtypeST

－DV は、常にだれかと一緒にいたい、誰かから守られ

たいという要求が強く、また人から見捨てられることに

過剰な不安を持つ傾向にあります。

他者といつも同じでいることが重要だと考え、さらに

は相手の気持ちと自分の気持ちが区別できず、自分自身

を失うくらい相手に完全に同一化する特徴があります。

そのため、パートナ―との関係においては、献身的に尽

くし、相手が離れていかないよう、相手が傍にいること

を強く要求しますが、結果的に相手は負担を感じて、離

れようとすると、引き留めるためにストーカー行為を示

す場合があります。

原子価論という立場から、ストーカー行為について行

為者の心のメカニズムを検討するために、徳島県におい

て警告・禁止命令などの処分を受け、研究に同意しても

いいと回答した加害者と被害者の方に、心理テストを実

施しました。さらに加害者の方で同意を得た方に面接を

実施しました。その結果、ストーカーは大別すると２パ

ターンがあること、どのような心理的過程によってスト

ーカー行為へと繋がるのかが明らかになってきました。

１つ目は－DVの加害者が引き起こすタイプです。その

特徴によって、交際中には献身的に尽くし、相手が離れ

ていかないよう努力します。しかし、関係継続とともに

相手が負担を感じ別れ話を切り出すと、最初は、相手に

戻ってきてほしいとすがり、それでも受け入れてもらえ

ない場合、こんなに自分を捧げたのに何かの形で償って

ほしいと脅すような行動へとエスカレートしていきま

す。最終段階として、相手や自分自身を傷つけることを

通して自分の寂しさをアピールするような行動をとる

場合もあります。この場合の、ストーカーの目的は、貪

欲な甘えと孤独回避だと考えられます。
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異常な好奇心
貪欲的知りたい願望
強迫的な性的関心
異常な自己アピール

相手のすべてを知り尽くしたい

知らないことに耐えられない

自分に注目してほしい た
だ相手を見ていたい

一方的他者探求

-ＰtypeST

ごみをあさる
下着の撮影と記録
無言電話
家や本人の撮影
性を連想させるプレゼント
勤務スケジュールの把握
待ち伏せ・うろつき
盗聴・盗撮
監視

飽くなき知りたい・
知られたい欲求

・つきまとい
・面会／交際の要求
・乱暴な言動
・連続電話／メール
・汚物等の送付

ストーカー規制法

-ＰTYPEST

改めてSTとは何か？どう対応すべきか？

「ＳＴ規制法は、特定の者に対する恋愛・好意感情や、それが満たされなかったこ
とに対する怨恨の感情を満たすためのつきまとい等を規制」

しかし、ＳＴ行為は同じでも「意味」と「目的」が異なる

-Ｄtype：「受け入れてほしい」「よりを戻したい」「離れていかないでほしい」
-P type：「知らずにはいられない」「見ずにはいられない」
被疑者の繋がり方を理解したうえでのアプローチが必要かつ有効ではないか

これらの理解は、他の犯罪行為の理解と対策にもつながるのではないか

23

－PV の場合は、－DV と異なり対象は、関係性がない

か見知らぬ相手に対してストーカー行為を行う場合が

多いようです。その特性から、一方的に相手に好意を抱

き、相手を知るために、撮影したり、周辺をうろついた

り、時にプレゼントを渡すなどの行為を示すようになり

ます。－PV は楽観的でもあるために、相手もきっと自分

のことが好きに違いないと感じたり、警察から注意を受

けたとしても相手の本心じゃないなどと思い、繰り返し

ストーカー行為をする場合がみられます。従って、－PV

の目的は、飽くことがない相手への知りたい欲求と自分

を知ってほしい欲求が源になっていると考えられます。

研究を通じて、ストーカー行為にはタイプによって行

動の意味が異なることがわかってきました。－Dtype の

場合には、基本的には関係性のあった元交際相手に対し

て行われる場合が多く、ストーカーの目的は、自分を受

け入れてほしい、一人にしないでほしい、離れていかな

いでといった甘えと孤独を避けるためであり、－Ptype

は、好意を抱いた相手に対する知りたい欲求がその目的

となっているようです。加害者の心を一定程度理解する

ことが、対応や今後の予防にもつながると考えます。ま

たこうした理解は他の犯罪行為にも応用できるのでは

ないかと考えています。


